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上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）

編  

集  
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記

人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち

LINE@上天草市上天草市HP
再生紙を使用しています。
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▼
先
月
号
の
編
集
後
記
は
予
告
な
し
に
お
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。体
調
が
悪
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。締
切
直
前
に
他
の
記
事
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
く
な

り
、優
先
順
位
が
一
番
低
い
も
の
か
ら
削
っ
た
結
果
で
す…

▽
心
の
引
き
出
し
が
少
な
い
の
で
、毎
月
ネ
タ
を
考
え

る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
広
報
担
当
者

の
心
の
声
を
お
伝
え
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ｉ
）

▼
今
年
も
、さ
ん
ぱ
ー
る
で
開
催
さ
れ
た「
上
天
草
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ハ
イ
ヤ
祭
り
慈
秀
祭
」の
演
舞
の
様
子
を
、

カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。県
内
か
ら

た
く
さ
ん
の
団
体
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
チ
ー
ム
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、笑
顔
で
演
舞
さ
れ
て

い
る
姿
が
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
す
。地
元
の「
上
天
草

慈
秀
」も
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
演
舞
を
披
露
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
元

気
を
分
け
与
え
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　（
Ｎ
）

復興を祈って舞う

　10月2日（日）、道の駅上天草さんぱーるをメ
イン会場に、市内3会場で「上天草YOSAKOIハイ
ヤ祭り慈秀祭」がありました。これは、地元よさ
こいチーム「上天草慈秀」がつくる実行委員会が
毎年開催しているもので、今年は、熊本地震の復
興をテーマに、九州7県30団体の約500人が参
加しました。
　「上天草慈秀」のメンバーは「毎年楽しみにして
いる人たちのためにも、今後もよさこいを披露
したい」と話していました。

今夜のおかず、つかまえたっ

　10月15日（土）、大矢野町の宮津海遊公園海
岸でクルマエビのつかみ捕り大会がありまし
た。天草漁協上天草総合支所が毎年開催してい
るもので、今回は、熊本地震で被災した西原村か
ら約100人を招待。一般参加者と合わせて約
900人が出場しました。網で仕切られた浅瀬に
1万匹以上のエビが放流され、参加者は砂に
潜ったエビを夢中で探し出しました。
　西原村から参加した小学6年の坂口綾香さん
は「つかまえたエビは、じぃじに料理してもらい
ます。食べるのが楽しみ！」と笑顔でした。
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上天草YOSAKOIハイヤ祭り慈秀祭

あまくさエビリンピック
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●市長室なう…P７
●まちのわだい…P８
●市立病院だより…P10
●健康ガイド…P12
●生涯学習・図書館だより…P14
●お知らせ…P16

●市長室なう…P７
●まちのわだい…P８
●市立病院だより…P10
●健康ガイド…P12
●生涯学習・図書館だより…P14
●お知らせ…P16

●上天草市ふるさと納税…P２●上天草市ふるさと納税…P２
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ੜइथःऽघؚ上天草षのऴॊऔधವઘ

ा॒なでૢରभ୽॑ઁऑまखॆう
付者へのฦྱ඼として地域の特産඼などをૹるこد、確保のほかݯࡒ
とで、地域ࡁܦの活性化にもつながるふるさとೲ税੍度。上天草市に
も全国から多くの善意がدせられています。これからもふるさとԠ援
のྠを広げるため、市֎にお住まいのご家族、ご༑人に上天草市のふ
るさとೲ税をご紹介ください。
■問合せ先　اը੓策課੓策推進係　☎0964（26）5539

　

地
域
間
格
差
や
ա
ૄ
な
ど
に
よ
る

税
収
減
少
に
悩
む
自
࣏
体
に
対
し
、

格
差
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
20
年
に
࢝
ま
っ
た
制

度
で
す
。「
納
税
」
と
い
う
ݺ
び
名
で

す
が
、
࣮
際
は
自
࣏
体
΁
の
د
付
。

ま
た
「
ふ
る
さ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、

د
付
先
は
自
༝
に
બ
Ϳ
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

　

΄
と
ん
ど
の
自
࣏
体
は
、
د
付
の

お
ྱ
と
し
て
地
域
の
特
産
品
な
ど
を

ଃ
っ
て
い
ま
す
。
上
天
草
市
で
も
ό

ラ
Τ
テ
ィ
ー
に
෋
ん
だ
ฦ
ྱ
品
を
取

り
そ
Ζ
え
、
د
付
者
に
お
ಧ
け
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
د
付
者
に
は
住
民
税
や
所

得
税
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
د
付
し
た
金
額
の

う
ち
、
２
０
０
０
円
を
௒
え
る
部
分

に
つ
い
て
一
定
の
上
限
（
※
ݸ
人
に
よ

り
ҟ
な
る
）
ま
で
住
民
税
な
ど
か
ら
߇

除
さ
れ
る
た
め
、
ฦ
ྱ
品
と
税
の
軽

減
と
い
う
２
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

上
天
草
市
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
り
、
上
天
草
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
が
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

ܗ
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、ứ
上

天
草
応
援
Ừ
の
ྠ
を
広
͛
る
ޮ
Ռ
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
も
、
平
成
1�
年
度
か
ら
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
2�
年
11
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ω
ッ

ト
で
の
د
付
を
開
࢝
し
、
１
万
円
以

上
の
د
付
者
に
対
し
て
ฦ
ྱ
品
を
ଃ

る
な
ど
、
大
き
く
リ
ニ
ỿ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
日
本
最
大
の
ふ
る
さ
と
納

税
専
門
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
サ
イ
ト「
さ

と
ふ
る
」
と
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

を
活
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
な
ど

の
受
付
も
࢝
め
、
د
付
者
の
利
ศ
性

を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ซ
せ
て
、
ฦ
ྱ
品
の
出
品
事
業
者

を
ਵ
時
ื
集
し
て
お
り
、
ฦ
ྱ
品
の

ॆ
࣮
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。
ฦ
ྱ
品
は
、

د
付
の
金
額
に
応
じ
て
約
60
種
を
用

意
。
か
ん
き
つ
類
や
ւ
産
物
、
೑
な

ど
の
特
産
品
の
΄
か
、
市
内
ཱྀ
館
の

宿
ധ
݊
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
݁
Ռ
、
今
年
度
は
10
月
ま
で

の
７
カ
月
間
で
、
前
年
度
の
同
じ
時

期
を
大
き
く
上
回
る
約
１
３
０
０
件
、

３
３
６
０
万
円
の
د
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家

族
、
ご
友
人
な
ど
に
上
天
草
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄付額の推移

寄付金の活用

ふるさと納税の流れ

;
Δ
͞
ͱ
ೲ
੫
ͱ
͸

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、自
࣏
体
に
と
っ

て
貴
重
な
財
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

市
の
特
産
品
を
全
国
に
̥
̧
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
ೳ
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

;
Δ
͞
ͱ
ೲ
੫
の
ޮ
Ռ

্
ఱ
૲
ࢢ
の
࣮
੷

１

２

３

４

ਃࠐΈ

Έࠐ෇ۚのৼد

ฦྱ඼が届͘

֬ఆਃࠂ

①ϗームϖーδ、ి࿩などで申込書を取りدせ、
必要事߲を記入して市໾所に提出。
　　　　　　　　　または、
②ʮさとふるʯ、ʮふるさとチϣイスʯなどの

インターωットαイトから申し込む。
※検ࡧը໘からʮさとふる 上天草市ʯ、ʮふる

さとチϣイス 上天草市ʯで検ࡧʂ

①ೲ付書、口座振ସ、現ۚ書ཹなどで入ۚ。
②クϨδットカードなどで入ۚ。

入ۚ確認後、ฦྱ඼が届く。

上天草市から発行されるʮد付ۚ受ྖ証明書ʯ
を࢖って確定申ࠂ。（ϫンストップ特ྫを活用
する場合は確定申ࠂは不要です）

　いただいたد付ۚは、د付者の希望にԠ͡て次
の̒つの事業に活用します。

28ء

27

26

25

3
3��ສԁʗ1
3��݅

4
632ສ円ʗ2
016件

882ສ円ʗ38件

502ສ円ʗ33件

28年度は10月຤現在。今
年度は、ࡢ年度を大きく
上回るϖースでد付をい
ただいています。

返
礼
の
品

（
年
度
）

2
000
ສ円

4
000
ສ円

6
000
ສ円

໨ඪɿ̍ԯԁ

৉ৃਓ঵भ୘ਛ

ઇ୘਷૆भ਱঱ ਍ੱ؞਍৸なまठतऎり

௴୾ஷ௪

ऴॊऔध୭୆৳৸ जभ౎ؚ৘শがੳीॊহ঵

　これまでに、د付ۚを活用してこども未དྷ館の
整備や、千؜山のܠ観整備、海運振興対策、天草
開通50प年記೦事業、道࿏整備などの事業をڮޒ
࣮施しています。

（付ֹد）

ʢҰ෦ࡌܝʣ

上天草ࢢ;Δ͞ͱೲ੫Ԡԉୂ௕
ࣄࢀਓ׮தࣉ　՝ࡦը੓ا

3 広報上天草 22016. 11月号



　

্
ఱ
૲
ࢢ
Ͱ
͸
ỏ
ࢢ
಺
ͷ
ۭ
͖

Ո
΍
ۭ
͖
஍
ͷ
༗
ޮ
׆
༻
Λ
௨
͠

ͯ
ỏ
ࢢ
ຽ
ͱ
౎
ࢢ
ॅ
ຽ
ͷ
ަ
ྲྀ
֦

େ
ͱ
Ҡ
ॅ
ɾ
ఆ
ॅ
ͷ
ଅ
ਐ
ʹ
Α
Δ

஍
Ҭ
ͷ
׆
ੑ
Խ
Λ
ਤ
Δ
ͨ
Ί
ủ
্

ఱ
૲
ࢢ
ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
੍
౓
Ứ
Λ

։
࢝
͠
·
͠
ͨ
Ố

　

ࢢ
಺
ʹ
͋
Δ
ۭ
͖
Ո
΍
ۭ
͖
஍

ͷ
ച
٫
·
ͨ
͸
௞
ି
Λ
ر
๬
͢
Δ

ਓ
ʹ
ủ
্
ఱ
૲
ࢢ
ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
Ứ

΁
෺
݅
Λ
ొ
࿥
͠
ͯ
͍
ͨ
ͩ
͖
ỏ

ͦ
ͷ
৘
ใ
Λ
ࢢ
ͷ
Ҡ
ॅ
৘
ใ
α
Π

τ
ͳ
Ͳ
Λ
௨
͠
ͯ
ỏ
Ҡ
ॅ
ɾ
ఆ
ॅ

Λ
ر
๬
͢
Δ
ਓ
΁
޿
͘
৘
ใ
ఏ
ڙ

Λ
ߦ
͏
੍
౓
Ͱ
͢
Ố

　

ॴ
༗
͢
Δ
ࢢ
಺
ͷ
ۭ
͖
Ո
΍
ۭ

͖
஍
Λ
ച
Γ
ͨ
͍
ɾ
ି
͠
ͨ
͍
ͱ

͓
ߟ
͑
ͷ
ਓ
͸
ỏ
ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ

ʹ
෺
݅
Λ
ొ
࿥
͢
Δ
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖

·
͢
Ố 空

き
家
を
募
集
し
て
い
ま
す

্
ఱ
૲
ࢢ
͸
ỏ
ۭ
͖
Ո
ό
ン
Ϋ
੍
౓

Λ
։
࢝
͠
·
͠
ͨ
Ố

ۭ
͖
Ո
Λ
ି
͠
ͨ
͍
・
ച
Γ
ͨ
͍
ͱ

͍
͏
ਓ
ͱ
ỏ
ۭ
͖
Ո
Λ
ར
༻
͠
ͨ
͍

ਓ
ͱ
Λ
Ҿ
͖
߹
Θ
ͤ
Δ
੍
౓
Ͱ
͢
Ố

੍
౓
の
։
࢝
ʹ
౰
ͨ
Γ
ỏ
·
ͣ
͸
ỏ

ି
͠
ͨ
͍
・
ച
Γ
ͨ
͍
ͱ
͍
͏
ۭ
͖

Ո
Λ
募
集
͠
·
͢
Ố

ۭ
͖
Ո
Λ
ొ
࿥
͠
·
ͤ
Μ
͔

　

ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
΁
ͷ
ొ
࿥
Λ
ر

๬
͢
Δ
৔
߹
͸
ỏ
ਃ
ࠐ
Έ
͕
ඞ
ཁ

ͱ
ͳ
Γ
·
͢
Ố

　

ਃ
ࠐ
Έ
ͷ
ޙ
ỏ
ݱ
஍
ௐ
ࠪ
ͳ
Ͳ

Λ
ߦ
͍
ỏ
ొ
࿥
ͷ
Մ
൱
Λ
൑
அ
͠

·
͢
Ố

　

ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
੍
౓
ͷ
࣮
ࢪ
ʹ

൐
͍
ỏ
෺
݅
ͷ
ొ
࿥
Λ
ଅ
ਐ
͢
Δ

ͨ
Ί
ỏủ
ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
ొ
࿥
ँ

ྱ
ۚ
੍
౓
Ứ
Λ
ઃ
͚
ͯ
͍
·
͢
Ố

　

ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
΁
෺
݅
Λ
ొ
࿥

͠
ͯ
͍
ͨ
ͩ
͍
ͨ
ਓ
ʹ
ỏ
ొ
࿥
෺

݅
̍
݅
ʹ
ͭ
͖
̑
̌
̌
̌
ԁ
ͷ
ँ

ྱ
ۚ
Λ
͓
ࢧ
෷
͍
͠
·
͢
Ố

˞
ँ
ྱ
ۚ
ͷ
ަ
෇
ʹ
͸
ỏ
෺
݅
Λ

ొ
࿥
ޙ
��
೔
Ҏ
಺
ͷ
ਃ
੥
͕
ඞ

ཁ
ͱ
ͳ
Γ
·
͢
Ố

˞
ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
΁
ͷ
̎
೥
Ҏ
্

ͷ
ొ
࿥
͕
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Γ
·
͢
Ố

ొ
࿥
ँ
ྱ
ۚ
͕
͋
Γ
·
͢

上天草市空き家バンクのイメージ

　ۭき家όンク੍度は、登録された物件の情報提ڙを行
うものであり、登録された物件のަবやܖ約には、市は
௚઀関与しません。ܖ約などに関して生͡た一切のトラ
ϒル等については౰事者間で解決してください。

移住希望者空き家所有者

宅地建物取引業協会

空き家バンク
（上天草市役所）

利用者登録物件登録

申込情報提供 物件情報提供

■問合せ先　اը੓策課੓策推進係
　☎0964（26）5539

協定

上
天
草
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
ス
タ
ー
ト

ଠൃঃーঝছॖথঐছ९থপভ

೚ःँなञが

ਸ਼��৚

ฏ੒29೥݄̏12日（日）։࠵
�̡ ��݄�日͔らਃࠐ開始ʳ

　ʮ஗いあなたがओ໾です。ʯをキϟッチフϨーズに天草
パールラインϚラιン大会を開催します。
　今回は、天草ڮޒ開通50प年とӢઋ天草国立ެ園60
प年を記೦し、多࠼なήストをおটきして開催します。
ͥひ、市民のօさまも、市内֎のご༑人やご家族をお༠
い合わせのうえ、ご参加ください。
■ओ会場　道のӺ上天草さんͺーるཪ
■申込期間　12月1日（木）～平成29年1月31日（Ր）
■申込方法　༣ศ振込、インターωットઐ用αイト
■ελʔト
○ϋーフϚラιンの෦　ޕ前10時
○10LN の෦　ޕ前10時15分
○4.2LN・フΝϛϦー・Ծ૷の෦　ޕ前10時30分
■参加料
○ϋーフ・10LN・4.2LN の෦　3
500円
○フΝϛϦーの෦　୅ද者3
500円ʴ700円ʷ௥加人਺
○Ծ૷の෦　3
500円ʷ参加人਺

　組৫ҕ員会では、前回大会からϋーフίー
スのݝ道۠間（キϟϞンから満ӽަ差఺まで）
のަ通規੍を行いました。今回も前回同様、
ަ通規੍を予定しています。ίースपลの住
民のօさまには大มご໎࿭をおかけしますが、
伝統ある大会が今後も開催し続けられるよう、
大会運Ӧにご理解とご協力をお願いします。
　なお、国道（満ӽަ差఺から前島まで）は
ྫ年通りަ通規੍を行う予定です。

　ྫ年ご協力いただいている各छஂ体のօさま
に加え、参加ランφーを『おもてなし（給水・
参加৆഑෍など）』していただける学生（15歳
以上）や社会人を募集します。２人以上のグ
ループで、大会౰日にओ催者が指定する場所で
長時間の活動ができる人にݶります。
　ご協力いただける人は、ご連絡ください。

ަ௨੍نへの͝ྗڠをお願いします

ϘランςΟΞをืूしͯいます

■問合せ先　天草パールラインϚラιン組৫ҕ員会
　（大矢野総合体育館）
　☎0964（56）4701　⁳0964（56）4702

ఆׂҾݶຽࢢ
　10LN は、中学生以上高校生以下は500円、4.2LN は、
খ学4年生以上高校生以下は500円で参加できます。

લճେձͷࢀՃऀ

਌૽です

物件交渉
契約締結

物件交渉
契約締結
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10
月
24
日
（
月
）
に
、
姫
戸
地
域
住

民
が
଴
ち
望
ん
だ
姫
戸
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。
そ
の
1
週
間

前
に
開
催
し
た
མ
成
ࣜ
で
は
、
竹
中
元

姫
戸
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
に

ご
ྻ
੮
ࣀ
り
、
姫
戸
ひ
か
り
保
育
園
の

わ
ん
ͺ
く
ଠ
ޑ
が
ڹ
き
渡
る
な
か
盛
大

に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
姫
戸

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
ত
和
3�
年
に

姫
戸
町
役
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
木
଄

２
階
建
て
の
施
設
で
、
築
50
年
以
上
が

経
ա
し
て
お
り
、
施
設
の
老
ٺ
化
、
設

備
な
ど
の
ྼ
化
が
進
み
、
ま
た
ό
リ
ア

フ
リ
ー
の
ະ
整
備
な
ど
に
加
え
、
大
Ӎ

時
に
は
ף
水
す
る
な
ど
防
災
ڌ
点
と
し

て
の
機
ೳ
を
े
分
備
え
て
お
ら
ず
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
職
員
の
業
務
ࣥ

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
新
姫
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
は

こ
れ
ら
を
改
ળ
し
、
①
地
域
住
民
が
շ

適
か
つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ

く
り
②
地
域
住
民
の
生
໋
・
財
産
を
守

る
た
め
防
災
ڌ
点
と
な
る
施
設
づ
く
り

③
省
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
な
ど
の
環
境
対
策
を

推
進
す
る
施
設
づ
く
り
を
掲
͛
建
設
し

て
い
ま
す
。
施
設
内
容
は
、
多
機
ೳ
ܕ

施
設
と
し
て
多
目
的
集
会
所
、調
理
室
、

ਤ
書
館
な
ど
を
設
け
、
姫
戸
地
域
住
民

の
皆
様
の
交
流
の
ڌ
点
と
し
て
、
活
用

で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
姫
戸
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

姫
戸
に
は
、
姫
戸
な
ら
で
は
の
歴
࢙
、

จ
化
、
؍
光
ࢿ
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
ັ
力
を
姫
戸
か
ら
発

信
す
る
こ
と
で
、
共
ײ
を
も
っ
た
方
が

؍
光
に
དྷ
た
り
、
さ
ら
に
は
Ҡ
住
に
つ

な
が
っ
た
り
と
、
姫
戸
地
域
が
活
性
化

し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

新
た
な
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
住
民
の

皆
様
の
地
域
づ
く
り
の
ڌ
点
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

月ץ

市長室
月ץ

市長室
なう

←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

月 ץ

市長室
月 ץ

市長室

ඣށ地Ҭৼڵηンタʔ
開ॴ

　私たちはʮ貢献̢̫̥ʯという活動をしています。ʮ貢献̢̫̥ʯ
とは、学校スϩーガンであるʮ自己への௅ઓ、他への貢献ʯのうち

ʮ他への貢献ʯにয఺をߜり、各クラスで࠷も他への貢献（自分のた
めではなく他の人のために貢献）ができた人を、ຖ月１回、生ెே会
でදজするという取組みです。

　市内の各খ中学校では、学校の環境や児童生ెの৺をඒしくする活動
ʮ4#1（スクール Ϗϡーςィ プϩδェクト）ʯに取り組んでいます。今月か
ら各校の取組みを紹介していきます。

˗̑つの基準（草ൈき、スϦッパฒべ、困っている人の手伝い、
ΰϛरい、その他）を決めました。

˗学校スϩーガンʮ自己への௅ઓʯもදজすることにしました。

̨
̘
̝
̤

̡̤
　̗
̖̪̩̮̚　̧̥̤

̟
̚
̘
̩

市内のখ中学校では、子どもٞ会で
決めた̨̗̥に取り組んでいます。
これは、学校の環境や児童生ెの

৺をඒしくしようという活動。
各学校の取組みを

紹介します。

ۅڷۈ

■問合せ先　学務課指導係　☎0969（28）3365

ֶ̎期͔Β
৽ͨに࢝めͨこと

全校生ెが学校スϩーガンを意ࣝし、࣮ ફしていくためにも、
これからさらに̨̗̥の取組みをॆ࣮させていきます。

શߍੜెͷલͰදজ͕ߦわΕΔたΊɺબ͹Εたਓ͸ͱͯもॆ࣮した
なりʮ·たଞͷਓͷたΊʹなΔ͜ͱΛ΍ͬͯい͖たいʯͱʹͪ࣋ؾ
ҙཉతʹなり·したɻઌੜかΒʮଞ΁ͷ͕ݙߩͰ͖ͯいΔͶʯͱݴ
༿か͚Λいたͩいたりɺදজ͕あΔ͜ͱͰɺֶߍスϩーΨϯΛҙࣝ
͢Δੜె͕૿͖͑ͯた͜ͱも੒ՌͰ͢ɻ

ിম୮௪উট४ख़ॡト

　国民的人気ອըの『0/& 1*&$&』。作者で۽本出
身のඌాӫ一࿠さんが、۽本地਒の復興支援がした
いとの思いから࣮施するʮ۽本復興プϩδェクトʯ
で、上天草市とのίラϘスタンプラϦーが࣮現 ��
　ʮ上天草市とことんָ 4&"（タノシー）観光スタンプ
ラϦーʯは、各ポイントのスタンプを３つ集めると

『0/& 1*&$&』ΦϦδφルίラϘスςッカーをプ
Ϩθント。̒つ集めるとந選でΦϦδφル̩シϟπ
や上天草市の特産඼などが౰たります。

ʲ期間ʳ平成29年２月28日（Ր）まで
ʲ参加方法ʳ天草࢛࿠ϝϞϦアルϗールでスタンプ
ラϦー୆ࢴを受け取ってください。
ʲελϯϓϙイϯトʳ天草࢛࿠ϝϞϦアルϗール、
スパ・タラι天草、湯島（ߓചళ）、天草Ϗδター  
センター、姫戸地域振興センター、ϛϡーイ天文୆
ʲநબ場所ʳ天草࢛࿠ϝϞϦアルϗール
ʲ参加අ༻ʳ無料
ʲ問合せ先ʳ観光おもてなし課 ☎0964（26）5512

ِŲűŨŃųŬŨŦŨّとِ঱ଠൃ৘ّऋŃ॥ছ঎آ

َ঱ଠൃ৘とऒと॒௫ŶŨŤ௴୾५ॱンউছজُش

　現在ݐ設中のʮ新天໳ڮ（Ծশ）ʯは、天
໳ڮ（１号ڮ）の๺ଆにՍかるڮྊです。
長463N、アーチ支間350Nڮ で、׬成す
れ͹ιϦッドϦϒܗ式のアーチڮでは国内
。ྊとなりますڮ大の࠷
　道࿏としてのڙ用開࢝は、平成29年度中
の予定です。

もうすぐです！
アーチがつながります

ି৯ topic

　平成28年11月̐日ࡱӨ

ཾϲַதֶߍ
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·ͪのΘͩい 508/�501*$4

　10月8日（土）、松島町前島のϦκラςラス天草
特設会場で、+3 ۝भの֯ࡾઢを運行する特ٸʮ"
ྻ車で行こうʯの運行5प年をॕって上天草海෩Ϛ
ルシェが開催されました。
　上天草のおいしい食の出ళや、上天草市観光大࢖
でδϟズシンガー੨木カϨンさんとシンガーιング
ライターの .*$" さんのスϖシϟルライϒなどを
大੎の人がָしみました。

ಛٸ「̖ྻंͰ͜ߦう」ӡ̑ߦप年イϕント

海辺で風を感じながら10／
8

　9月25日（日）、大矢野町ٷヶ඿海؛一ଳで、۽
本ݝ௼りஂ体協ٞ会によるʮ海඿クϦーン作ઓʯが
行われました。このクϦーン作ઓは、より良い௼り
環境を࢒そうとຖ年行われており、今年は会員、ݝ
水産振興課職員、地元۠長など合わせて約80人が
参加してਗ਼૟活動が行われました。
　海؛にྲྀれணいたごみやྲྀ木、合ܭ約5トンが参
加者によって回ऩされ、ਗ਼૟後は、元通りのきれい
な海؛の࢟になりました。

௼りஂମがਗ਼૟׆ಈ௼りஂମがਗ਼૟׆ಈ

より良い釣り場環境を
目指して

　9月23日（ۚ）、松島町内野Տ内の一ൠ社ஂ法人大
島ੴ෹山で起޻式が行われました。これは、大島ੴ
෹山の山手にあるؠนに、高さ約18N のओ෹と合
わせ7体のੴ෹をூࠁするために行われたものです。
　7体のੴ෹は、中国のཽ໳ੴ۸にあるඏᚯःಹ෹
他6体を໛฿、復元したものが大島ੴ෹山のޚಊに
҆置されており、ؠนにも同͡7体のੴ෹がூࠁさ
れます。今回、ੴ෹をூࠁするためωパールから職
人がདྷ市しており、同日、市長を訪問しました。

େౡੴ෹ࢁͰࣜ޻ى

ネパールから職人が上天草へ9／
23

9／
25

　9月28日（水）、姫戸町のᠳ༸ԓ地域ަྲྀスϖー
スで家族介護教室が開催され、7人の介護者が参加
しました。姫戸在୐介護支援センターとグループ
ϗームひめどとのڞ催で『認知঱の人の介護に౰た
り、困り事や疑問に思っていることを一ॹに考え
る』と題し、参加者が座談会ܗ式で話し、日ࠒの思
いをڞ༗しました。
　参加者はʮ認知঱の人への対Ԡの࢓方が分かって
良かったʯʮこういう場所があって良かったʯなど
と話していました。

Ո଒հࣨڭޢ

9／
28 認知症の介護を考える

催のۚࠗ෉්୅ද者ڞ本日日新ฉ社と上天草市۽　
දজが、9月27日（Ր）、大矢野ிࣷであり、松島
町のٶ本康成さん（78）とژ子さん（78）෉࠺を
おॕいしました。
市長からදজ状とߐ次長とງہの஑下ہ日事業۽　
記೦඼が手౉されると、ٶ本さん෉࠺はʮ支えてく
れた人たちにँײしています。これからは、ふるさ
とのために貢献したいʯとँײをड़べました。
※今回の୅ද者දজは、୆෩12号のӨڹで11月5日にԆ期と

なったදজ式యにઌ立ち行われたものです。

ۚࠗ෉්୅ද者දজ

9／
27 私たちも今年で50周年

　9月17日（土）、۽本ݝなどがओ催する、第38回
ʮগ年のओுʯ۽本ݝ大会がۄ名市民会館で行われ、
松島中の中村千༗ཬさん（2年）が『天草ڮޒ開通
50प年とকདྷのເ』について発දしました。
　中村さんは、ݝ内で2357人のԠ募の中から、作
文選考で天草地۠の୅දに選͹れ、ݝ大会では13
人の1人として出場。ʮふるさと天草にތりをもち、
自然๛かなこのふるさとのૉ੖らしさをしっかりと
伝えていきたいですʯと力ڧくओுしました。

দౡதɾதଜઍ༗ཬさんがൃද

9／
17

দౡதɾதଜઍ༗ཬさんがൃද

人と人との心をつなぐ
架け橋になりたい

　天草Սڮの࣮現や཭島振興に情೤を注いだ龍ヶ岳
町の元町長・৿ᅳٱさんの൒生を記したʮ地方૑生
にۦけたஉʯ（۽本出൛文化会館）を৿さんのҨ族
らが出൛しました。ஶ者の2人である৿さんの次
ঁ・৿७子さんと౦ژ天草࢛࿠ふるさと会の会長・
ஈ下文உさんが、9月16日（ۚ）、大矢野ிࣷを訪
れ、ງߐ市長に本をଃఄしました。
　ງߐ市長はʮᅳٱさんのޭ੷が後世に伝えられる
ことを願っていますʯと話しました。

৿ᅳٱɾཾݩϲַொ௕のޭ੷を௲Δຊग़൛

9／
16 天草のために生きた男

　10月10日（月）、天草パールラインϩータϦー
クラϒ（ڮ本ඒय़会長）ओ催のαッカー大会が大矢
野町総合グラ΢ンドで開催されました。ݝ内各地か
ら10チームが参加。上天草から +4$ フΥルαが出
場しましたが、3Ґ決定ઓでഊれ、4Ґでした。༏
উは、天草市のσィラωーϩ天草がউち取りました。
　+4$ フΥルαの઒口ಁً܅（6年）はʮ࠷後まで
あきらめなかったが、負けてչしい。次の大会では
উてるよう練शをؤுりたいʯと話しました。

ୈ̍ճ天草ύʔϧϥインϩʔλϦʔഋαοΧʔ

パス、パス回せー10／
10

ਗ਼૟ޙ
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—
市立病院
だより

ᚮ ၲ క ϋ

　
�
月
よ
り
ඇ
常
勤
に
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
中
村
ଠ
଄
（
な
か
む
ら
た
い
ͧ

う
）
で
す
。
熊
本
市
生
ま
れ
の
熊
本
市
育

ち
で
、
数
か
月
も
す
れ
͹
ؐ
ྐྵ
を
ܴ
え
ま

す
。
専
門
は
、
内
科
（
特
に
消
化
ث
内
科

専
門
）
で
す
。
樋
口
定
信
先
生
の
ず
っ
と

後
ഐ
で
、
溝
部
先
生
と
同
じ
熊
本
大
学
の

旧
第
一
内
科
に
入
局
、
30
年
近
く
勤
務
医

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
2
年
間
の
研
修
期
間
ऴ
了
後
は
、
水
ມ

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科
に
3
年
間
勤
務

後
に
済
生
会
熊
本
ප
Ӄ
消
化
ث
科
に
勤

務
、
そ
こ
で
専
門
の
消
化
ث
内
科
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
13
年
か
ら

は
٠
ཅ
町
の
熊
本
リ
ϋ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ප
Ӄ
に
勤
務
。
ओ
に
ѥ
ٸ
性
期
や
維
持
期

の
診
療
な
ど
に
携
わ
り
、
2
年
前
に
は
法

人
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
施
設
長
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
経
歴
を
見
て
お
気
づ
き
か
と
思
い

ま
す
が
、
ٸ
性
期
ˣ
ѥ
ٸ
性
期
、
維
持
期

ˣ
介
護
施
設
と
意
ਤ
的
に
渡
り
歩
い
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
΁
き
地
医
療
の
最
前
ઢ

で
あ
る
上
天
草
総
合
ප
Ӄ
に
お
世
話
に

な
っ
た
次
第
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で

し
た
が
、
今
回
も
勤
務
先
を
୳
す
に
あ

た
っ
て
は
知
人
や
先
ഐ
か
ら
の
ק
め
や
紹

介
で
は
な
く
、
中
本
先
生
が
在
籍
さ
れ
て

い
る
県
の
΁
き
地
医
療
支
援
機
構
の
υ
ク

タ
ー
ό
ン
ク
の
求
人
か
ら
応
ื
、
࠾
用
し

て
௖
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
熊
本
リ
ϋ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ප
Ӄ
か
ら
週
１
回
応
援
医
師

と
し
て
教
ྑ
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月 Ր 水 木 ۚ

内　　科
୅ँ内科

本ࡔ
和ా

઒（঵）ݹ
୅ँ内科
（大۽）

和ా
෦ߔ

઒（঵）ݹ
઒（า）ݹ

樋口
本ࡔ

઒（঵）ݹ
中村

樋口
෦ߔ
和ా
守ా

本ࡔ
෦ߔ

઒（า）ݹ
Ԡ援医師

॥環ث内科 脇ా 前ా 脇ా 脇ా 脇ా
֎　　科
ফ化ث科 福ా ৓野 福ా

࿇ඌ ৓野 ࿇ඌ

整ܗ֎科 ౻松 上原 ౻松
（後ޕ）
木内

（Ӂ຤）
౻松

খ児科 ా原 ా原 ా原 ా原 ా原
産්人科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
ࣖඓҺ޴科 大۽ 大۽

科　؟ ҄Ҫ 竹下 竹下 竹下 竹下
ൽෘ科 ሩ

ൻ೘ث科 খ઒

超Ի೾・内視
　センターڸ

࿇ඌ
৓野

઒（า）ݹ
福ా
࿇ඌ

৓野
和ా    

福ా
࿇ඌ

઒（า）ݹ
福ా
৓野

歯科・口ߢ֎科 福ా 福ా 福ా 福ా 福ా

月 Ր 水 木 ۚ
教良木診療所 樋口 中村 Ԡ援 Ԡ援 ઒ݹ
●診療受付時間は、ޕ前̔時30分からޕ前

11時30分までです。
●Ր༵日の整ܗ֎དྷの診療開࢝はޕ前10時

20分です。受付時間はޕ前11時までです。
●木༵日の整ܗ֎དྷ（予約੍）の受付時間

は、ޕ後1時30分からޕ後4時までです。
●歯科口ߢ֎科は月༵から༵ۚのޕ後も診

療を行います。
●೴ਆܦ֎科は月2回（第2・4水༵日）の

。後2時から診療を行います。（予約੍）ޕ
●ൻ೘ث科はຖिՐ༵日に診療を行います。
●内科は木༵のޕ後5時からޕ後6時まで診

療を行います。
●診療Ҋ内は౎合によりมߋとなる場合が

あります。ごྃ承ください。
˙໰合ͤઌ　上天草総合病院
　☎0969（62）1122

月 Ր 水 木 ۚ

ױٸ
担౰

前ޕ ৓野 福ా ࿇ඌ 福ా ৓野

後ޕ ઒（঵）ݹ
（෦ߔ）

前ా
（中村） 中村 ෦ߔ

઒（า）ݹ（本ࡔ）

ƕǜǵȭン

日時 11月25日Ⱕ
後3時30分ޕ～後1時30分ޕ

場ॴ 上天草総合病院6֊講ಊ

಺Պҩࢣɹதଜଠ଄

ඇৗۈҩࢣ঺հ

υΫλʔόンΫݝຊ۽

　近年、医師のภ在や医師不଍がਂࠁな問題となっています。
、内のެ立の医療機関とݝ、ではこの状況に対ॲするためݝ本۽
内での活༂を希望される医師の方とを結ぶʮ医師の無料職業ݝ
஥介所ʯとしてʮドクターόンクʯが開設されています。

上天草けʔͳ健康ϑΣΞ2�1�
　上天草総合病院と上天草市がʮ上天草けーな健康フェア
2016ʯをڞ同開催します。
　市民の健康の大切さと病院の機能を認知していただくとと
もに、খ学生以上を対象に医師、看護師、ༀࡎ師などの医療
業務に׳れ親しんでもらうための疑ࣅ体ݧίーφーや、ָし
いήームを行います。օさまのご参加をお待ちしています。

■日時　11月23日（水・ॕ）10時 d15時
˙場所　松島総合センターアϩϚ
■入場料　無料
■ϑΣΞ内容
ΩοβχΞ　ମݧˍフΥτίーナー

　～医師・看護師・ༀࡎ師体ݧ～
　　内視ڸをさわったり、ༀ（お՛子）を調ࡎしてみたり
　　看護師さんになりきってみたりʜ
　　੍෰࢟になったみなさんのࡱӨもしますよʂ

　　　あなたもスーパードクター⽄
　　　かわいい看護師さん̇
　　　りりしい薬剤師さん！

Ϋイζ大会（৆඼あり）

スλンプϥϦー（৆඼）

ϛχ市民講座

Φープχンά（園ࣇによる݈߁の੤い・ଠޑ）

খֶੜによるൃڀݚද

ͦのଞ、͍Ζ͍Ζな࠵し෺͕͋Γ·す

■問合せ先　○上天草総合病院　☎ 0969（62）1122
　○上天草市໾所健康づくり推進課    ☎0969（28）3354

खચいߨश शߨોੜٸٹ ૬ஊ߁݈ ݧମࠪݕఈ؟

ϔϞάϩϏϯଌఆ ೳଌఆػٵݺ

݂ӷݦඍ࡯؍ڸ

౓ଌఆີࠎ

݂ѹɾ݂౶ଌఆߢޱ಺࡯؍ەࡉ

$5ɾ.3*ը૾ΫΠζ

ϦϋϏϦମݧ

ମૢ߁݈

Ϛμχల示

ϑʔυϞσϧల示

ΤΞϩϏ߁݈

ंいすं྆ల示

在宅ثػల示
（人ثٵݺ޻ɾࢎૉثػ）

ܰ৯ίʔφʔもあります ૯合࢘会　ॹ方༝ඒ͞Μ
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छ　ྨ 用意すΔ΋の 日 ର৅ （ऀ݄生） ड෇時間
２か月児学ڃ όスタΦル 22Ⱔ H28.10

後１時ޕ

～

１時15分

３～̐か月児健診 όスタΦル   1Ⱔ H28.ç8

～̒̓ か月児健診
ϋンカチ
または

ϋンドタΦル
  7Ⱓ	 H28.ç5

１歳̒か月児健診 ೘ 13Ⱒ H27.ç5

２歳児歯科健診 歯ϒラシ
（上げຏき࢓） 15Ⱔ H26.12

３歳児健診 ௌ力・視力
検査用ࢴ 20Ⱒ H25.11

ʲ場ॴʳ上天草市保健センター
ʲ用意すΔ΋のʳ母子手ாと問診ථは、どの健診および学ڃでも必ず持参ください。
※2歳児歯科健診の問診ථは会場で഑෍します。

乳幼児健診（12月）

育児相談 ・ 母子健康手帳交付 （12月）

場　ॴ 日 実ࢪ時間
（खாड෇時間）

ੜڥ؀׆課 5Ⱑ・12Ⱑ
1�Ⱑ・2�Ⱑ

࣌�0分ʙ11࣌�前ޕ
ʢޕ前�0࣌�分ʙ�5࣌��分ʣ

市อ݈ηンλー 21Ⱓ
ਵ࣌交付ʢखாʣ

࣌�0分ʙ11࣌�前ޕ
ʢਵ࣌��ʣ

ඣށ౷ׅࢧॴ 2Ⱕ・22Ⱔ ࣌ʙ10࣌�前ޕ
ʢޕ前࣌�ʙ15࣌��分ʣ

ཾϲַ౷ׅࢧॴ 2Ⱕ・22Ⱔ �0分࣌�0分ʙ11࣌前10ޕ
ʢޕ前10�0࣌分ʙ�10�5࣌分ʣ

ʲ用意すΔ΋の ɹr母子健康手ா
上記以֎の日もਵ時各統括支所の૭口で母子健康手ாの発行を行っています。そ
の場合保健センターから後日連絡をし、保健師・ӫ養࢜の保健指導を行います。

「第�回天草͜͜Ζの݈ͮ͘߁Γの集い」 日 時間 場ॴ
1日Ⱔ、15日Ⱔ ～後2時ޕ 天草保健所

☎0969（23）0172ç※要予約

精神保健相談（12月）

໷ؒのࢠどものٸප࣌小児救急電話相談

୹ॖ番号
（ˌ 8000）

平　日ɿޕ後7時～ཌே8時まで
土༵日ɿޕ後3時～ཌே8時まで
日ॕ日ɿޕ前8時～ཌே8時まで

μイϠル回ઢの場合　☎096（364）9999

　天草地域の自ࢮࡴ๢཰は全国・۽本ݝを上回っており、
いまだ༕ྀすべき状況です。自ࡴはಥ然のࢮであり、Ҩ
族はさま͟まなײ情や思いを๊いています。また、自ࡴ
に対する社会のภ見や誤解などでपғの人に話せず地域
からݽ立してしまうこともあります。そこで、自ࡴの現
状やҨ族の理解、ద切な対Ԡなどについての講ԋ会を開
催します。
■日時　12月14日（水）14時 d16時
■場所　天草市民センター（天草市）
■対象者　住民、民生ҕ員、学校関係、地域家族会会員
■内容　○講ԋ会ʮ大切な人を自ࡴでなくすとはʯ
　　　　○講師　/10 法人自ࢮҨ族支援ωットϫーク 3F
　　　　　　　　୅ද　山口和ࢯߒ
　※予約・参加費不要
■問合せ先　天草広域本෦保健予防課
　☎0969（23）0172

　日本では౶೘病と౶೘病予備܉は、2050ສ人と推ܭされています。
౶೘病はదਖ਼体重を維持する食事や運動、そして、ద切な治療の継続
で予防や進行を஗らせることができる病気です。しかし、౶೘病は自
֮঱状がগなく、঱状が出るࠒにはすでに重঱となっていることもあ
り、注意が必要です。
　աڈの健診で݂౶஋が高いと言われた人や࠷近݂ӷ検査を受けてい
ない人は、知らないうちに౶೘病になっているかもしれません。そう
ならないために、ૣめの健診・受診をおקめします。
　市では特定健診（国保加入者）、後期高齢者医療健診で݂ӷ検査を
行っています。今年まだ受けていない人は、健診に行きましょう。

౶೘පを༧防しよう！

日 පӃ໊ʪ਍ྍՊ໨ʫ （ॴࡏ地）ి࿩൪߸

�
٢ాクϦχックʪ内ʫ

ʢେ໼໺ொ中ʣ
ὸ0���ï5�ð02��

上天草૯合පӃ
ʢཾϲַொށߴʣ
ὸ0���ï�2ð1122

11
෱本؟Պʪ؟ʫ

ʢେ໼໺ொ上ʣ
ὸ0���ï5�ð050�

上天草૯合පӃ
ʢཾϲַொށߴʣ
ὸ0���ï�2ð1122

1�
中ଜҩӃʪ内ʫ

ʢେ໼໺ொ上ʣ
ὸ0���ï5�ð000�

य़ాҩӃ
ʪ֎・内・খʫ

ʢদౡொѨଜʣ
ὸ0���ï5�ð0052

2� 中ଜ達உҩӃʪ内ʫ
ʢେ໼໺ொ登ཱʣ
ὸ0���ï5�ð000�

25

天草ൽ;Պ・内Պ
ʪൽʫ

ʢେ໼໺ொ中ʣ
ὸ0���ï5�ð0�0�

やま͏ちҩӃ
ʪ内・খ・アʫ

ʢদౡொѨଜʣ
ὸ0���ï5�ð0���

�1 上天草内ՊثٵݺՊクϦχックʪ内・ݺʫ
ʢେ໼໺ொ登ཱʣ
ὸ0���ï5�ð�100

日祝日在宅医 （12月）

ʲ਍ྍ時間 　rޕ前̕時～ޕ後̑時
診療時間֎は、事前に電話連絡をお願いします。
11月１日現在の予定දです。౎合によりมߋすることもありま
すので、休日在୐医自動電話Ҋ内（0969ʵ23ʵ1400）にお
問い合わせいただくか、市ϗームϖーδで確認ください。

骨髄バンクのドナー登録を
਷Ҡ২とは、ന݂病などでਖ਼常な଄݂がࠎ　
行われなくなったױ者の଄݂ࡉװ๔を健康な
人のものと入れସえ、回復させる治療法です。 
　ന݂病などのױ者を多くٹうためには、一
人でも多くのドφー登録が必要です。օさま
のご協力をお願いします。
日本ࠎ਷όンク　☎03（5280）1789

ಛ定݈਍ 後期ऀྸߴҩྍ݈਍

ର৅ऀ 40～74歳（ত和17年4月1日～ত和52年3
月31日生）の国民健康保険加入者

75歳以上または65～74歳で後期高齢者医
療保険加入者

݈਍ྉۚ ○40～74歳ɿ1
000円
○40、45、50、55歳ɿ無料 800円

݈਍期ؒ 平成29年3月31日まで

݈਍内容 ݂ӷ検査、೘検査、医師の診ܭ、࡯ଌ、
৺電ਤ検査（後期高齢者医療健診は医師が൑断した場合のみ）など

持ࢀ඼ 保険証、健診料ۚ、無料対象者は無料通知書（対象者には̒月に༣ૹࡁみです）

■個ผ健診ؔػ
医療機関で特定健診・後期高齢者医療健診が受診できます。事前に予約をお願いします。

、ۙ࠷
ଠͬたなʜ
େৎ෉͔なʁ

ҩྍؔػ名 住所 電話番号
しまだখ児科医院 大矢野町登立 0964（56）0005
ໟ利医院 大矢野町登立 0964（56）2111
上天草内科呼吸ث科クϦχック 大矢野町登立 0964（56）3100

（上）中村医院 大矢野町上 0964（56）0003
科ң௎科医院֎࡚ٶ 大矢野町上 0964（56）0600
٢ాクϦχック 大矢野町中 0964（57）0246
湯島診療所 大矢野町湯島 0964（56）4161
य़ా医院 松島町阿村 0969（56）0052
やまうち医院 松島町阿村 0969（56）0899
姫戸医院 姫戸町姫浦 0969（58）3583
村上医院 姫戸町姫浦 0969（58）3102
竹中医院 姫戸町χ間戸 0969（58）2148
上天草総合病院

（健康管理センター） 龍ヶ岳町高戸 0969（62）0983

生会みすみ病院ࡁ Ӊ৓市֯ࡾ町 0964（53）1611
■問合せ先　健康づくり推進課健康増進係
　☎0969（28）3356

「11月1�日͸ੈք౶೘ප༧防σʔ」
　自分や家族、大切な人と౶೘病について考
え、予防に޲けた一าを౿み出しましょう �
˔౶೘පの༧๷には༗ࢎૉӡಈ͕͓すすめです。

༗ࢎૉӡಈ：ࢷ๱΍౶࣭をࢎૉの力でΤネルΪʔ
　　　　　　にม͑るӡಈです。

˔ຖ日ϓϥεøó÷÷÷าଟ͘า͍てみΑ͏。
　ঃʑにา਺を増やしていきましょう。
　　　　～΢ΥʔΩϯグのϙイϯト～

※౶೘病治療中の人は、運動を࢝める前に
ओ治医にご相談ください。

ͭまઌで地໘を
ऽり、かかとか
らண地します。

എےを৳͹し、
࿹をલ後に大き
くৼります。

健康ガイド
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図書館
だより

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777ʲアϩϚ呼出ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（土・日・ॕ日ɿ～ޕ後̑ 時）
େ໼໺৿ه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363̡ ਤ書館௚通ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（土・日・ॕ日ɿ～ޕ後̑ 時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111ʲ姫戸統括支所呼出ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̑ 時（土・日・ॕ日ɿ同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930ʲਤ書館௚通ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̑ 時（土・日・ॕ日ɿ同）

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777ʲアϩϚ呼出ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（土・日・ॕ日ɿ～ޕ後̑ 時）
େ໼໺৿ه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363̡ ਤ書館௚通ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（土・日・ॕ日ɿ～ޕ後̑ 時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111ʲ姫戸統括支所呼出ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̑ 時（土・日・ॕ日ɿ同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930ʲਤ書館௚通ʳ
◦開館時間　ޕ前10時～ޕ後̑ 時（土・日・ॕ日ɿ同）

ʲؗٳ日ʳ
　11月21日、28日、30日
　12月5日、12日、19日、26日、28～31日

平成2�年度
上天草ࢢਓߨݖԋձを։࠵します❂

　おޓいの人ݖをଚ重し、市民が৺๛かに生活できる社会の࣮現をਤ
るために開催します。ͥひご参加ください。
■日時　12月3日（土）ޕ後1時開会
■場所　松島総合センターアϩϚ
■講師　山ాխ人ࢯ（ആ༏ � タϨント � スポーπ解આ者）

　1961年大ࡕ෎生まれ。1983年からܳ能活
動を࢝め、ドラϚ、өը、ラδΦなどに多਺
出ԋし、多࠼な࠽能を発2009。ش年からひとり෣୆ʮかたりʯを定期的
にެԋしている。ອ談でも、落語でもない、ௌऺと一ॹに૝૾の世քを作
り上げるʮかたりʯは、各地で好ධをಘている。
■内容　ひとり෣୆ʮ人ݖかたりʯ
■ςʔϚ　ʮ໡導ݘの父　Ԙ୩ݡ一物語ʯ
■問合せ先　社会教育課生֔学श係　☎0969（28）3361

Ҡಈਤॻؗ८ճ日
11月16日（姫戸）、23日（龍ヶ岳）
12月1日（大矢野）、7日（松島）、14日（姫戸）、
21日（龍ヶ岳）
　12月は年຤の休館ため、८回िが1ि間ૣくなり
ます。
　Ӎ天時はཌ日にԆ期。খӍ決行です。
※ ৄ しい場所・時間は、お問い合わせください。
■問合せ先　社会教育課生֔学श係
　☎0969（28）3361

ਤॻのدଃ（ 9月෼）
　੢㟒ߊ平さま、他２人にدଃいただきました。
ありがとうご͟いました。

■ਤ書͓ؗはなし会（3�෼～１時間）
○த　ԝɿ12�10（土）ޕ後2時～　アϩϚ視ௌ֮室
○৿ه೦ɿ11�26（土）ޕ後1時൒～　ϚϚԠ援センター
　　　　　11�26（土）ޕ後2時～　৿記೦ਤ書館2֊
　　　　　12�10（土）ޕ後2時～　৿記೦ਤ書館2֊
˓ඣ　ށɿ11月はʮおはなし　あきまつりʯを行う

ため、おはなし会はお休みです。
　　　　　12�10（土）ޕ前10時～　新・姫戸ਤ書館
○ཾϲַɿ11�19（土）ޕ後2時～　龍ヶ岳ਤ書館
　　　　　12�17（土）ޕ後2時～　龍ヶ岳ਤ書館
※日ఔ・場所มߋの場合があるので、各館まで確認を

お願いします。

■੺ͪΌΜ͓はなし会（໿2�෼）
　12�1（木）ޕ前10時30分～　アϩϚ視ௌ֮室

ふるさと発見 ⑥～姫戸町・龍ヶ岳町編～ 市史編さんコラム

ඣށਤॻ͔ؗΒのお஌Βͤ
ʮ͓はなし　͋き·ͭΓʯ
■日時　11�19（土）　ޕ前10時 d（1時間ఔ度）
■場所　新・姫戸地域振興センター内ϗール
　姫戸ਤ書館Ϙランςィアʮおはなし　ΆっかΆ
かʯとʮϚンドϦンクラϒय़の෩ʯによるಡみฉ
かせ � ίンαートを࣮施します。
　参加は無料です。ͥひおӽしください。

　新成人のًかしい未དྷをف೦して、成人式を開催します。日ご
Ζ、࢓事や学業でふるさとʮ上天草市ʯにお住まいでない人にも
参加しやすいよう、1月3日に開催しますので、ͥひご参加くだ
さい。
。事や結ࠗなどで上天草市に転入した人も参加できます࢓　
■日時　平成29年1月3日（Ր）ޕ後から開࢝予定
※ৄしい日ఔは、対象者にૹ付するҊ内状でご確認ください。
■対象者　平成8年4月2日 d 平成9年4月1日生まれの上天草市

在住の人、または上天草市出身の人
■会場　松島総合センターアϩϚ
■問合せ先　社会教育課生֔学श係　☎0969（28）3361

平成29年
上天草ࢢ成ਓࣜを։࠵します

❂

　天草ޒ人ऺは、なͥ決起したのか。
　長い間疑問だったこの問題については、大分ݝ域の調査によっ
て次のことが分かっている。๛ਉल٢が島津ࢯを౼つべく۝भに
下る௚前に、ޒ人ऺが、いちૣく島津ࢯのもとを཭൓して๛ං国
境で൓島津活動を展開。ං後国ऺ一ᎋのさなか、ल٢に活動をධ
Ձしてもらうべく申し入れをしていた。
　恐らく決起の理༝は、このධՁへの൓発と落୾であったのでは
ないか。旧姫戸・龍ヶ岳町域のྖओ・੘本ࢯもڞ同行動をとって
いる。ઓ国と近世の分ذとなる天草ޒ人ऺの一ᎋ、そして੘本ࢯ
の໓๢の解明にご期待ください。（近世ภ担౰　٢村๛༤ҕ員） ˛੘本৓ᅿ

ʮ৽・ඣށਤ書ؗʯΦʔϓϯ �
　姫戸ਤ書館が新しくなってΦープ
ンしました。օさまのごདྷ館をお待
ちしています。
ʮಡ書Ϛϥιϯײ૝ըίϯクʔルʯ
　11月2日に࢝まったಡ書Ϛラιン
ですが、今年で10回目となりました。
そこで、イϕント10प年を記೦し
てʮಡ書Ϛラιンײ૝ըʯを募集し
ます。イϕント期間中にಡんだ本で、あなたの৺に࢒っ
たシーンをイラストにして、中ԝਤ書館までおૹりく
ださい。
　ਤ書館職員で༏良作඼を選考し、未就学児、খ学生、
一ൠの3つの෦໳のなかで、それぞれ࠷も༏लだった
作඼にはプϨθントを進ఄします。
■対象　市民（දজは未就学児・খ学生・一ൠの3つ

の۠分で行います。） 
■期間　11�2（水）d1�9（月）まで
■問合せ先　中ԝਤ書館　☎0969（56）0777
　（アϩϚ内）まで。

ਤॻؗϚンのओு！

ࢯխਓాࢁ˛

˛ฏ੒2�೥の新੒ਓ

ຊをआりͯ LINE ポイントをஷめよう
　ਤ書館で本をआりると、ฦ٫時に
-*/& ポイントがஷまります。たく
さん本をआりてください。
■問合せ先　総務課秘書広報係
　☎0969（26）5525 ʲ༑ͩͪ登録ʳ
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お஌Βͤ

そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は
解
決

の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

開
設
し
ま
す
。

˝
ର
৅
　ऀ
本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

˝
։
ઃ
೔
　࣌
12
月
20
日（
火
）

午
後
1
時
～
午
後
5
時

˝
։
ઃ
৔
ॴ　
松
島
庁
舎
1
階

相
談
室

˝
૬
ஊ
ํ
๏　
面
談
相
談
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

1
回
）

˝
૬
ஊ
࣌
ؒ
͓
Α
ͼ
අ
༻　
1

人
1
回
30
分
間
。
費
用
は
、

無
料
で
す
。

˝
ਃ
ࠐ
ํ
๏　
完
全
予
約
制　

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

˝
ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹
ͤ
ઌ　
生
活
環

境
課
市
民
係　

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

ὸ
ੜ
׆
؀
ڥ
՝

��
݄
の
ߦ
੓
૬
ஊ

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

˝
։
ઃ
೔

▽
松
島　
12
月
1
日
（
木
）

　
午
後
1
時
～
午
後
４
時
・
松

島
庁
舎

▽
大
矢
野　
12
月
�
日
（
木
）

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
・
大

矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
生
活
環
境
課
市

民
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

ὸ
૯
຿
՝

ಛ
ઃ
ਓ
ݖ
૬
ஊ
ॴ
։
ઃ

　
い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴

力
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問

題
、
近
隣
問
題
、
障
が
い
者
差

別
な
ど
人
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
困
り
事
、
心
配
事
を
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

˝
ظ
೔
ɾ
৔
ॴ

○
12
月
2
日
（
金
）
龍
ヶ
岳
統

括
支
所

○
12
月
5
日（
月
）大
矢
野
庁
舎

○
12
月
�
日
（
水
）
姫
戸
統
括

支
所

○
12
月
�
日
（
木
）
松
島
庁
舎

˝
࣌
　ؒ
午
前
10
時
～
午
後
3
時

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

ὸ
ߴ
ྸ
ऀ
;
れ
͋
͍
՝

ߴ
ྸ
ऀ
の
૬
ஊ
૭
ޱ

　
上
天
草
市
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
協
議
会
で
は
、
市
民

が
高
齢
者
に
つ
い
て
相
談
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
相

談
機
関
を
掲
載
し
た
町
ご
と
の

一
覧
表
を
11
月
に
全
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
事

に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ủ̋
ࡏ
୐
ҩ
ྍ
ɾ
հ
ޢ
࿈
ܞ
ਪ

ਐ
ࣄ
ۀ
Ứ
ͱ
͸

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
状
態
の
高
齢
者
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
平
成
2�
年
度
か
ら
全
国
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
６
０

ὸ
࢈
ۀ
ޏ
༻
૑
ग़
՝

೶
ྛ
ਫ
࢈
෺
ɾ
৯
඼
の
༌

ग़
૬
ஊ
૭
ޱ

　
農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振

興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
で
は

「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
相

談
窓
口
」
を
国
内
各
地
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
諸
外
国
の
規

制
・
制
度
、
国
の
支
援
事
業
、

輸
出
先
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
、

輸
出
手
続
き
な
ど
の
問
合
せ
に
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

˘
೶
ྛ
ਫ
࢈
ল
ɾ
஍
ํ
೶
੓
ہ

・
輸
出
先
国
の
各
種
規
制
・
制
度

・
輸
出
に
関
す
る
各
種
支
援
事
業 

˝
໰
߹
ͤ
ઌ

○
農
林
水
産
省
輸
出
促
進
課

　
☎
０
３（
６
７
４
４
）７
１
５
５

○
九
州
農
政
局

　
☎
０
９
６（
２
１
１
）８
６
０
７

˘
೔
ຊ
๵
қ
ৼ
ڵ
ػ
ߏ
ớ
δ
ỻ

τ
ϩ
Ờ�

・
輸
出
先
国
の
基
礎
情
報

・
輸
出
手
続
き 

・
見
本
市
、
商
談
会
に
関
す
る

情
報
な
ど 

˝
໰
߹
ͤ
ઌ

○
日
本
貿
易
振
興
機
構
本
部

　
☎
０
３（
３
５
８
２
）５
６
４
６

○
日
本
貿
易
振
興
機
構
熊
本
貿

易
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）４
２
１
１

税
の
ひ
ろ
ば

ὸ
੫
຿
՝

��
݄
の
ೲ
੫

˝
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫　
第
6
期

˝
ೲ
ظ
　ݶ
11
月
30
日
（
水
）

˝
ޱ
࠲
ৼ
ସ
೔　

11
月
25
日

（
金
）

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

څ
༩
ͳ
Ͳ
ʹ
܎
Δ
೥
຤
ௐ

੔
આ
໌
ձ

　
12
月
は
、
給
与
な
ど
に
係
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月

で
す
。
天
草
税
務
署
で
は
、
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

˝
೔
　࣌
11
月
22
日
（
火
）
午

後
2
時
～
4
時

˝
৔
ॴ　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ

※
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
天
草
税
務
署

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
2
5
1
0

��
݄
��
೔
͔
Β
��
೔
͸
ủ
ࢲ

ͨ
ͪ
の
ݝ
੫
Λ
ߟ
͑
Δ
ि
ؒ
Ứ

　
県
で
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
県
税
は
そ
の
た
め
の

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
教
育
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
、
道
路

や
河
川
の
整
備
、
環
境
保
全
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
税
を
解
説
し
た
冊
子
を
天

草
広
域
本
部
で
配
布
し
て
い
る

他
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
税
の
意
義
や

役
割
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
໰
߹
ͤ
ઌ　
天
草
広
域
本
部

税
務
課

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
4
3
7
0

ὸ
݈
߁
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝

೥
ۚ
૬
ஊ
相
談
・
申
請

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

˝
೔
　࣌
12
月
15
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

˝
৔
ॴ　
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

˝
༧
໿　
市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

ὸ
݈
߁
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝

݈
߁
૬
ஊ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
健
康
相
談
が
必
要

な
人
を
対
象
に
、
看
護
師
が
健

康
相
談
の
た
め
に
お
宅
を
訪
問

し
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
の

仕
方
や
日
常
生
活
で
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
健
康
づ
く
り
推

進
課
国
保
事
業
係

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
５
４

ὸ
ফ
අ
ੜ
׆
η
ϯ
λ
ồ

ফ
අ
શ
ൠ
ʹ
ؔ
͢
Δ
૬
ஊ

Λ
ड
͚
෇
͚
·
͢

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、
多
重
債
務
（
借
金
問

題
）
で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談

な
ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

困
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

˝
։
ઃ
೔
　࣌

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

˝
৔
ॴ　
大
矢
野
庁
舎
１
階

˝
८
ճ
૬
ஊ　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
別
館

会
議
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

˝
໰
߹
ͤ
ઌ
ɾ
૬
ஊ
ి
࿩
൪
߸

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

ὸ
ੜ
׆
؀
ڥ
՝

ห
ޢ
࢜
ແ
ྉ
๏
཯
૬
ஊ
ॴ

　
家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
い
、

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
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お஌Βͤ

࢓
ࣄ
୳
͠
Λ
͓
ख
఻
͍
͠

·
͢
Ố

　
県
で
は
天
草
広
域
本
部
内
に

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
天
草
ブ
ラ
ン

チ
を
開
設
し
、
就
職
に
関
す
る

相
談
、
求
人
情
報
提
供
、
履
歴

書
作
成
・
面
接
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
の
際
は
、
お

電
話
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

˝
૬
ஊ
࣌
　ؒ
月
～
金
の
午
前

10
時
～
午
後
5
時（
土
日
祝
休
）

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・

天
草
ブ
ラ
ン
チ

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
２
２
６

ὸ
౎
ࢢ
੔
උ
՝

ॅ
୐
Ϧ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
౳
ࢧ
ԉ

ࣄ
ۀ

　
市
で
は
、
市
民
の
住
環
境
の

向
上
と
市
内
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
の
増
築
、

改
築
、
補
修
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
お
よ
び
廃
屋
の
解
体
に
か
か

る
対
象
経
費
の
一
部
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
は
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
６
６

ແ
ྉ
ௐ
ఀ
૬
ஊ

˝
೔
　࣌
12
月
�
日
（
水
）
午

前
10
時
～
午
後
3
時

˝
৔
ॴ　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

（
天
草
市
）

˝
૬
ஊ
಺
༰　
交
通
事
故
、
土

地
・
建
物
、
金
銭
の
賃
借
関

係
な
ど
民
事
一
般
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
相
続
な
ど
家
庭

親
族
間
の
問
題

˝
૬
ஊ
һ 
天
草
調
停
協
会
会
員

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
天
草
調
停
協
会

（
松
田
）

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
２
２
５
８

　

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ݘ
の
͠
ͭ
͚
૬
ஊ
ձ

　
　
　

　
毎
月
第
3
水
曜
日
に
犬
の
し

つ
け
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
咬
む
、
吠
え
る
、
散
歩
中
に

引
っ
張
る
、
ト
イ
レ
な
ど
愛
犬

の
し
つ
け
に
お
悩
み
の
人
や
、

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
人
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

˝
৔
ॴ　
天
草
保
健
所（
天
草
市
）

˝
஫
ҙ
ࣄ
߲

・
予
約
必
須

・
愛
犬
の
同
伴
は
原
則
不
可

・
1
人
30
分
程
度
。
先
着
6
人

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
天
草
保
健
所

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

ಈ
෺
Ѫ
ޢ
·
ͭ
Γ
Λ
։
࠵

˝
೔
　࣌
12
月
11
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

˝
৔
ॴ　
天
草
保
健
所（
天
草
市
）

˝
಺
༰

○
長
寿
犬
・
猫
の
表
彰

○
犬
・
猫
の
譲
渡
会

○
犬
・
猫
の
健
康
相
談
、
し
つ

け
相
談

○
迷
子
札
づ
く
り

○
写
真
展

※
時
間
な
ど
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

熊
本
県
動
物
愛
護
管
理
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
天
草
保
健
所

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

０２55155515

ὸ
৘
ใ
ਪ
ਐ
ࣨ

ủ
ࡂ
֐
࣌
ʹ
໾
ཱ
ͭ
̨
̣
̨
׆
༻
ज़

ớ
π
Π
ỽ
λ
ồ
Ờ�Ứ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

　
災
害
時
の
連
絡
や
情
報
収
集

の
手
段
と
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
家
族
や
友
人
、
多
く
の

人
と
の
交
流
に
使
え
ま
す
。

　
初
心
者
向
け
の
分
か
り
や
す

い
内
容
で
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

˝
೔
　࣌
12
月
1�
日
（
日
）

○
�
時
30
分
～
11
時
30
分
（
大

矢
野
庁
舎
書
庫
棟
2
階
）

○
14
時
～
16
時
（
松
島
庁
舎
3

階
）

˝
ର
৅　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
人

˝
ఆ
һ　
各
会
場
先
着
順
30
人

˝
ड
ߨ
ྉ　
無
料

˝
ड
෇
ظ
　ؒ
12
月
12
日（
月
）

ま
で
の
月
～
金（
祝
日
除
く
）

�
時
30
分
～
1�
時

˝
ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹
ͤ
ઌ　
企
画
政

策
課
情
報
推
進
室

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
3
8

ἔ
Έ
Μ
ͳ
の
͋
·
ͤ
͍
ἕ

ळ
の
ࡇ
య

　
天
草
青
年
の
家
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
が
経
験
で
き
る

「“
み
ん
な
の
あ
ま
せ
い
”
秋
の

祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
や
野

菜
の
詰
め
放
題
、
も
の
づ
く
り

体
験
や
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

˝
೔
　࣌
11
月
20
日
（
日
）
午

前
�
時
45
分
～
午
後
2
時

˝
৔
ॴ　
熊
本
県
立
天
草
青
年

の
家
（
松
島
町
）

˝
ೖ
৔
ྉ　
無
料

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は
参
加

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
熊
本
県
立
天
草

青
年
の
家

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
６
５
０

ủ
཮
্
ࣗ
Ӵ
ୂ
ߴ
౳
޻
Պ

ֶ
ߍ
ੜ
ె
Ứ
ื
ू
Ҋ
಺

˝
৔
ॴ　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀

市
）

˝
Ԡ
ื
ࢿ
　֨
平
成
12
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
14
年
4
月
1

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男

子
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

˝
ئ
ॻ
ड
෇　
平
成
2�
年
1
月

6
日
（
金
）
ま
で

˝
ࢼ
ݧ
೔
࣌

○
1
次
試
験
：
平
成
2�
年
1
月

21
日
（
土
）（
場
所
：
天
草

地
域
振
興
局
）

・
合
格
発
表
：
平
成
2�
年
1
月

2�
日
（
金
）

○
2
次
試
験
：
平
成
2�
年
2
月

2
日
（
木
）
～
５
日
（
日
）

ま
で
の
指
定
す
る
1
日

・
合
格
発
表
：
平
成
2�
年
2
月

1�
日
（
金
）

˝
଴
۰

○
身
分
：
特
別
職
国
家
公
務
員

○
手
当
：
毎
月
�
万
6
千
円
、

ボ
ー
ナ
ス
年
2
回
（
6
月
、

12
月
）

○
そ
の
他
：
宿
舎
利
用
（
無
料
）、

食
事
・
制
服
類
・
寝
具
は
支

給
ま
た
は
貸
与
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
自
衛
隊
天
草
駐

在
員
事
務
所

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
３
３
４
９

そ
の
他

ủ
ྛ
ۀ
࿑
ಇ
ࡂ
֐
θ
ϩ
Ứ

Λ
໨
ࢦ
͠
ͯ

　
　

　
10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
は

林
業
労
働
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
今
年
�
月

末
時
点
で
は
休
業
4
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
前
年
同
時
期
と
比

べ
て
11
件
減
少
し
て
お
り
、
死

亡
災
害
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
災
害
の
防
止
・
死
亡
災
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き

安
全
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼
ྛ
ۀ
の
࿑
ಇ
ࡂ
֐
ൃ
ੜ
ঢ়
گ

　〈
７
月
末
累
計
〉

（
熊
本
労
働
局
H
2�
・
�
・
�
発
表
）

平
成
2�
年
度

平
成
2�
年
度

死
傷
者
数
う
ち
死
亡
死
傷
者
数
う
ち
死
亡

22

0

33

0

˝
ฏ
੒
��
೥
౓
ྛ
ۀ
࿑
ಇ
҆
શ

ඪ
ޠ

　
「
も
し
か
し
て
」
い
つ
も
心
に

危
険
予
知

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
県
庁
林
業
振
興
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
４

  

・間ظྉの໔除ݥຽ೥ۚอࠃ
ೲ෇༛༧ظ間があΔਓへ

ねんきんで笑顔

　国民年ۚ保険料の免আ（全ֹ免আ・一
෦免আ・法定免আ）、ೲ付༛予、学生ೲ
付特ྫの承認を受けた期間がある場合、
保険料を全ֹೲめた人とൺべ、࿝齢基ૅ
年ۚ（65歳から受けられる年ۚ）の受
け取りֹがগなくなります。
　কདྷ受け取る࿝齢基ૅ年ۚを増ֹする
ために、免আなどの期間の保険料につい
ては、10年以内であれ͹૎ってೲめる

（௥ೲ）ことができます。
　ただし、免আなどの承認を受けた期間
のཌ年度から起ࢉして3年度目以߱の௥
ೲの場合、౰時の保険料ֹに一定の加ࢉ
ֹが上৐せされます。
　௥ೲは、ݹい月のものからೲ付するこ
ととなりますが、次の఺にご注意くださ
い。
①一෦免আを受けた期間は、ೲ付すべき

保険料がೲ付されていなけれ͹௥ೲは
できません。

②ʮ法定免আ・申請免আ期間ʯがʮೲ付
༛予・学生ೲ付特ྫ期間ʯよりઌにܦ
աした月分である場合は、どちらを༏
ઌしてೲめるか本人が選୒できます。

　௥ೲの申込みや相談を希望する人は、
本౉年ۚ事務所か市໾所健康づくり推進
課までご連絡ください。
■問合せ・相談先　本౉年ۚ事務所
　☎0969（24）2112
　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

〈
有
料
広
告
〉

্天草市シルόʔ人ࡐηϯλʔ　৽ن会һืू
。Γ΍ੜき͕͍ͮ͘Γ、ࣾ会参加をԠԉし·すͮ͘߁者の健ྸߴ

˔入 会 ࢿ ֨：上天草市内在住の方で原ଇ60歳以上の健康で働く意ཉのある方
˔入会આ໌会：ਵ時入会相談に対Ԡいたします。お気軽にご連絡ください。
˔ओなबۀ内容：আ草、Ⴉ定、大׭ࠨ、޻、԰内֎の軽作業、家事援ॿ、農作業など
■͓問͍合せ：上天草市大矢野町中ú÷ÿĀ番地1（ެ社）上天草市シルόー人材センター ☎÷Āýû�5Ā�ùùùÿ

。Γ΍ੜき͕͍ͮ͘Γ、ࣾ会参加をԠԉし·すͮ͘߁者の健ྸߴ

ެӹࣾஂ法人

有料広告の画像（草刈りしているイラスト）を探してもらえませんか？ 
 
 
 
 
 
なければ、最悪これ ↓ を使います。 
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お஌Βͤ

④
８
１
５
万
４
千
円

⑤
10
月
～
2
月

˝
ࢢ
ಓ
ຬ
ӽ
ߐ
ޙ
ઢ
ಓ
࿏
վ
ྑ

ଌ
ྔ
ઃ
ܭ
ۀ
຿
ҕ
ୗ

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
株
）大
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
天
草
営
業
所

③
姫
戸
町

④
４
１
０
万
４
千
円

⑤
10
月
～
2
月

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

ળ
ҙ
ʹ
ײ
ँ
ớ
ܟ
শ
ུ
Ờ

˝
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
׆
ಈ

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
、

松
朗
園
、
翔
洋
苑
、
き
ら
ら
の

里
、
相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介

し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、

タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
上
新
田
子

供
会
、
江
源
会
、
阿
村
婦
人

会
、
創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー

ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、

天
理
教
大
矢
野
支
部
、
圓
尾
玲

子
、
梅
田
静
子
、
濱
口
民
謡
教

室
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
木

下
と
も
子
、
坂
元
裕
生
、
な
ご

み
、
樋
島
保
育
園
、
樋
島
婦
人

会
、
高
戸
婦
人
会
、
ソ
ー
ラ
ン

愛
好
会
龍
、
フ
ラ
愛
好
会
プ
ア

ナ
ニ
、
猪
口
信
子
、
龍
ヶ
岳
町

老
人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
藤
乃
会
、
赤
崎
地
区
子
供

神
輿
、
高
戸
獅
子
舞

ඞ
ͣ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
࠷
௿
௞
ۚ
ʂ

࢖
༻
ऀ
΋
࿑
ಇ
ऀ
΋

　
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

˝
࣌
ؒ
　ֹ
７
１
５
円
（
平
成

2�
年
10
月
1
日
～
）

※
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

˝
໰
߹
ͤ
ઌ　
熊
本
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

ὸ
૯
຿
՝

ਓ
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上
天
草
市
に
は
、
市
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

人
権
擁
護
委
員
が
10
人
い
ま
す
。

こ
の
度
、
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
1
人
が
退
任
し
、
新
た

に
1
人
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
人
権
に
関
す
る
困
り
事
や
悩

み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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͜Μにͪは、
地Ҭแׅࢧԉηϯλʔです

介護予防で元気に長生き

　いつまでも元気に長生きするためには、
自分たちで介護予防に౒めることが重要
です。今回は、介護予防に自分たちで取
り組んでいる、松島町の教良木野ʑ઒地
۠ʮϋッスル会ʯを紹介します。
ʲൃ଍のき͔ͬけʳ
ʮ野ʑ઒地۠の高齢者に、いつまでも元
気でաごしてほしい。そのためには、人
の集まる場にإを出して大きな੠でসっ
てもらいたいʯと思う2人の50歳୅ঁ性
がओ体となり、ことし7月6日に発଍。
ʲ׆ಈ場所ʳ
野ʑ઒地۠ެ民館
ʲ׆ಈ内容ʳ
○ࣣ༦の০り付け、お手ۄ・෍草ཤ作り
ೕのۭきパックを活用したҜ子作りڇ○
　現在は月に2回ほど、12d13人で活
動しています。今後は健康維持を目的と
して、活動にඦ歳体ૢを取り入れる予定
です。
　օさんも自分の健康についてもう一度
考え、介護予防に取り組んでみません
か  

■問合せ先　地域แ括支援センター
　☎0969（28）3378

のσʔタࢢ
ਓ　　ޱ� ��
�00ਓ（���43）
உ　　ੑ� �3
���ਓ（����3）
ঁ　　ੑ� ��
0��ਓ（���30）
ੈçଳç਺� ��
（������）ށ���
�の໘ੵࢢ ������ὕ　
ฏ੒��೥�݄��日ݱ在（ɹ）はલ݄ൺ

˙ॿ੒内容

ॿ成ର৅事ۀ場 事ۀ場内࠷௿௞
ۚのҾ上ֹ͛ ॿ成཰ ॿ成の

౓ֹݶ
事業場内࠷低௞ۚが
þ5÷円未満の事業場 30円以上 7�10（※）

（労働者਺がا業全体でú÷
人以下の事業場は3�4（※））

（※）生産性要件を満たした
場合には3�4（4�5）

50ສ円

事業場内࠷低௞ۚが
ÿ÷÷円未満の事業場 40円以上 70ສ円

事業場内࠷低௞ۚが
ø÷÷÷円未満の事業場 50円以上

1�2
（労働者਺がا業全体でú÷
人以下の場合は3�4）

100ສ円

○աڈに業務改善ॿ成ۚを受給したことのある事業場でもॿ成対象とな
ります。

○ʮ人材育成・教育訓練費ʯʮܦӦίンαルςィングܦ費ʯもॿ成対象
となります。

※ॿ成཰が加ࢉされる生産性要件とは、申請時の௚近の決ࢉ書類に基づ
く生産性と、その3年前の決ࢉ書類に基づく生産性をൺֱして৳び཰
が一定水準を超えている場合などです。

͝ଘ஌です͔ʁ
தখۀاをԠԉするۀ຿վળॿ੒金
　ʮ業務改善ॿ成ۚʯは中খا業・খ規໛事業者の生産性޲上
を支援し、事業場内で࠷も低い௞ۚ（事業場内࠷低௞ۚ）のҾ
上げをਤるための੍度です。
　生産性޲上のための設備投ࢿ（機ց設備、104 シスςムなど
の導入）などを行い、事業場内࠷低௞ۚを一定ֹ以上Ҿき上げ
た場合、その設備投ࢿなどにかかった費用の一෦をॿ成します。

˙問合せ先　۽本労働ޏہ用環境・ۉ等室
　☎096（352）3865

˛ୀ೚した竹中さん（中ԝ）

21 広報上天草 202016ɽ11月号



後期高齢者の皆さん

“お口”の健康診断を受けましょう
　高齢者の噛む力や、飲み込む力が低下することで誤
まって肺の方に飲み込んだ物が入ってしまい、肺炎や
呼吸困難になることがあります。口の中の機能を
チェックし、お口の健康を保つことで他の病気にも掛
かりにくくなるので、この機会に口の健康診断を受け
ましょう ！！
■健診内容　歯と飲み込む力の検査をした後に改善方

法の指導も行います。
■対象者　後期高齢者医療被保険者（後期高齢者医療

保険の保険証を持っている上天草市民）
■個人負担金　400円
※健診結果による精密検査や治療費用は、自己負担と

なります。
■実施期間　12月31日まで
■実施場所　天草郡市歯科医師会協力歯科医療機関
（事前に予約が必要です。）
■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

■天草郡市歯科医師会（市内のみ掲載）

病院名 住所 電話番号

としなが歯科医院 大矢野町上 0964（56）3113

いさみ歯科医院 大矢野町中 0964（56）1377

湯島診療所 大矢野町湯島 0964（56）4161

嶽本歯科医院 松島町合津 0969（56）2648

松原歯科医院 松島町合津 0969（56）1212

簔下歯科医院 姫戸町姫浦 0969（58）2135

竹中歯科医院 姫戸町二間戸 0969（58）3188

上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸 0969（62）1122

道脇歯科医院 龍ヶ岳町樋島 0969（62）1610

　11月は、児童虐待防止推進月間です。児童虐待に関する相談は依然
として増加しており、特に子どもの生命が奪われるなどの重大事件も後
を絶ちません。児童虐待は社会全体で解決すべき重要な問題です。
　平成28年度標語『さしのべて　あなたのその手　いちはやく』

児童虐待とは・・・

11月は児童虐待防止推進月間です　　

　虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。連絡は匿名で行うことも可能です。また、連絡者や
連絡内容に関する秘密は守られます。

■児童相談所全国共通3桁ダイヤル：	１８９
　出産や子育てに関する悩みや疑問がある人は、福祉課までお気軽にご相談ください。
■問合せ先　福祉課子育て支援係　☎0969（28）3351

身体的虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さな
どぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど

性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にするなど

ネグレクト
食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車
の中に放置する、重い病気になっても病院に
連れて行かないなど

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴
力をふるう（DV）など

平成29年度

保育所の入所受付が始まります！

■受付場所　第1希望の保育所または市民課・生活
環境課・姫戸・龍ヶ岳各統括支所

■入所に必要な書類
①現況届兼施設利用申込書（継続希望者）または支

給認定申請書兼保育所入所申込書（新規申込者）
②就労等証明書（父、母および同居している65歳

未満の祖父母）
③保育料を決定する書類
④個人番号カード、通知カードなど
⑤申込書を提出する人の身元を確認する書類（運転免

許証など）
●平成28年1月1日に上天草市に住民登録がある人
　上記①の申請書の税情報閲覧に関する署名欄に署

名をお願いします。
●平成28年1月2日以降に上天草市に転入した人
　前住所地（平成28年1月1日の住民登録地）での

平成28年度住民税課税証明書
※①の支給認定申請書（兼保育所入所申込書）と②

の就労等証明書の様式は、上記受付場所と各保育
所に用意してあります。

■現況届とは ?　家庭状況を確認するため、保育所
入所児童の家庭を対象に現況届を提出することに
なっています。

園名 定員 所在地 電話番号

私
立

あそか保育園 50名 大矢野町上 0964-56-3088
光保育園 60名 大矢野町中 0964-57-0556
みつる保育園 60名 大矢野町上 0964-56-2406
大矢野ひまわり保育園 50名 大矢野町登立 0964-56-5858
大矢野あゆみ保育園 60名 大矢野町上 0964-56-3356
慈愛保育園 60名 大矢野町中 0964-57-0816
いずみ保育園 70名 大矢野町登立 0964-56-2778
大矢野たから保育園 50名 大矢野町登立 0964-56-3375
下山保育園 30名 大矢野町維和 0964-58-0229
愛光園 70名 松島町阿村 0969-56-0169
今泉保育園 90名 松島町今泉 0969-56-2623
松島保育園 60名 松島町合津 0969-56-1380
姫戸ひかり保育園 60名 姫戸町姫浦 0969-58-2246

市
立

教良木保育園 30名 松島町教良木 0969-57-0064
大道保育園 40名 龍ヶ岳町大道 0969-63-0014
高戸保育園 40名 龍ヶ岳町高戸 0969-62-0182
樋島保育園 40名 龍ヶ岳町樋島 0969-62-0757

■入所できるのは ?
　次の保育を必要とする事由のいずれかに該当する
場合に入所できます。

○就労（フルタイムのほかパートタイムなど全ての
就労を含みますが、1月において48時間以上の労
働が常態化していることが必要です。）

○妊娠、出産
○保護者の疾病、障がい
○同居または長期入院している親族の介護・看護
○災害復旧
○就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
○求職活動（起業準備を含む）
○虐待や DV の恐れがあること
○育児休業中に既に保育を利用している子どもがい

て継続的利用が必要であること
○その他上記に類するものとして市長が認める場合
■入所調整　申込みが保育所の定員を超えた場合は、

選考基準に基づき入所選考を行い、第２、第３希
望の保育所への入所調整をする場合があります。

■問合せ先　福祉課子育て支援係
　☎0969（28）3351

＜市内保育園一覧＞ H28.11.１現在

受付期間　12月1日（木）～12月28日（水）　
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11月27日（日）に総合防災訓練を実施します

新たにポイント対象となったもの

　今回の訓練は、４月の熊本地震でのさまざまな課題の中から「地震・津波に対す
る避難」をピックアップし、自主防災会を中心とした避難訓練をメインに実施します。
　訓練内容は、事前に自主防災会会長会議や消防団幹部会議などでお伝えしていま
すが、地区の自主防災会で十分協議した上、各地区に合った避難訓練を実施するこ
ととしていますので、それぞれの地区で訓練への参加をお願いします。

訓
練
の
流
れ

○津波注意報による津波の波高は１ｍ（満潮時の標高で３．１ｍ）です。
○津波の高さ以上ある近くの高台や、頑丈な建物の上階に『徒歩で』避難してください。

津波への避難開始
２

「強い揺れの地震があり、津波注意報が発表されました。海岸や河川付近の低い地域に避難
指示を発令します。直ちに海岸や河川から離れて、できるだけ高い所に避難してください。」

訓練放送　午前９時33分
１

「津波注意報は解除されました。先程の地震で家屋などの倒壊の恐れがあるため危険は建物
には近寄らず、安全な場所へ避難してください。」

津波注意報解除放送　午前９時40分
３

○地区の自主避難所等へ避難してください。
○避難所について避難したことを確認したら訓練は終了です。

地震避難開始
４

地区によっては、安否確認訓練や、その他の訓練を自主的に実施するところもあります。５
◎地区によっては、既に実施済みのところや、他の行事などの都合で別の日に実施する地区もありますが、
避難訓練は個人でも行えますので、当日在宅の方は、訓練放送に合わせてご家庭で避難訓練を実施しては
いかがでしょうか。
◎当日は訓練のためのサイレンを鳴らす場合があります。実際の災害とお間違えのないようお願いします。
■問合せ先　総務課危機管理防災室　☎0964（26）5544　

「LINE@上天草」のポイント対象が増えました！
　市内の各種イベントなどに参加したり、図書館で本を借りたりすると「LINE ＠上天草」
のポイントを貯めることができます。
　さまざまなイベントがポイントをもらえる対象となっていますが、11月から新たにポ
イントの対象が増えました。ご利用の際には「LINE ＠上天草」を友達登録したスマート
フォンをイベント会場の受付までお持ちになり、ポイントを貯めてください！
　ポイントは、25ポイント貯めることで、500円の地元商品券などに交換できます。

○出生届の提出（９ポイント）
○スパ・タラソ天草の元気海クラブ会員の登録（５ポイント）、利用（１ポイント）

■問合せ先　総務課秘書広報係　☎0964（26）5525

友達登録はコチラから

【ＱＲコード】

始めよう。イノシシ対策
　近年、イノシシの目撃情報や農作物被害が増加しています。被害を防ぐに
は出没の原因を知り、イノシシが近づきにくい環境をつくることが大切です。
一人ひとりが注意して地域ぐるみで対策に取り組みましょう。

第２回 上手にイノシシから農地を守る
　イノシシ被害対策で最も重要なのは、地域ぐるみで協力して餌付けを止めることです。

１ 守れる集落、守れる農地に環境改善
　地域をみんなで歩き回って点検しましょう。「あの竹林によく隠れている」、「あの木の横からよく出て
くる」など、問題点がみえてきます。その後、被害箇所、けもの道、フンや足跡などの痕跡やワナ・柵
の場所などを書き込んだ地域点検図を作成しましょう。そして、「エサ場」と「隠れ場所」を無くしてい
きましょう。また、耕作放棄地やヤブなどの隠れ場所を全て解消するのが無理でも、少なくとも農地や
住宅周辺は無くしていきましょう｡

２ 柵で守る
　イノシシによる柵破りの基本は、「地際を潜り抜ける」ことです。設置した柵はきちんとメンテナンス
して効果を持続させることが大切です。

３ 追い払う
　とにかく人慣れをさせない、「人は怖い」、「人は敵だ」と思わせることが重要です。根気よく地域の連
携プレーで追い払いましょう。

４ イノシシと出会った時は
　ゆっくり後退し、静かに立ち去るなどイノシシを刺激しないようにしましょう。（イノシシが興奮する
と危険です）

■問合せ先　農林水産課　耕地・林務係　☎0964（26）5515

上天草の魅力を伝えるガイドを育成します
　上天草市観光ガイドの会は、①上天草市の
活性化②観光発展③歴史や文化の後世への伝
承④社会貢献の4つを目的に活動しています。
観光シーズンには、市内の観光スポットで観
光客に地域の歴史や魅力を紹介しています。
　今回は、その観光ガイドのスキルアップと
新規人材育成を行うため、講座を開催します。
上天草市を訪れる観光客に地域の魅力を伝え
てみませんか？観光に携わる人、上天草が大
好きな人など多くのご参加をお待ちしています。
　講座は２期に分けて開催しますが、今回は１期目の募集となります。※２期目は後日募集します。
■講座内容　上天草地域の歴史や文化、観光（それぞれ開催地ごとに地域の歴史などを学びます）
■対象者　高校生以上　　　　　 ■参加料　無料　
■時間　13時30分～15時30分　■申込方法　観光おもてなし課へ電話でお申し込みください。
■申込期限　11月30日（水）　　 ■問合せ先　観光おもてなし課観光振興係　☎0964（26）5512

第1期

期日 講座内容 会場

12月11日（日）大矢野の歴史など 大矢野自然休養村管
理センター

12月17日（土）松島（千厳山）の歴
史など 松島町観光海運会館

12月18日（日）松島（教良木）の歴
史など 松島町観光海運会館

12月24日（土）姫戸の歴史など 姫戸統括支所
12月25日（日）龍ヶ岳の歴史など 龍ヶ岳統括支所
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上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）
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人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち

LINE@上天草市上天草市HP
再生紙を使用しています。
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復興を祈って舞う

　10月2日（日）、道の駅上天草さんぱーるをメ
イン会場に、市内3会場で「上天草YOSAKOIハイ
ヤ祭り慈秀祭」がありました。これは、地元よさ
こいチーム「上天草慈秀」がつくる実行委員会が
毎年開催しているもので、今年は、熊本地震の復
興をテーマに、九州7県30団体の約500人が参
加しました。
　「上天草慈秀」のメンバーは「毎年楽しみにして
いる人たちのためにも、今後もよさこいを披露
したい」と話していました。

今夜のおかず、つかまえたっ

　10月15日（土）、大矢野町の宮津海遊公園海
岸でクルマエビのつかみ捕り大会がありまし
た。天草漁協上天草総合支所が毎年開催してい
るもので、今回は、熊本地震で被災した西原村か
ら約100人を招待。一般参加者と合わせて約
900人が出場しました。網で仕切られた浅瀬に
1万匹以上のエビが放流され、参加者は砂に
潜ったエビを夢中で探し出しました。
　西原村から参加した小学6年の坂口綾香さん
は「つかまえたエビは、じぃじに料理してもらい
ます。食べるのが楽しみ！」と笑顔でした。
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